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１．最適賃金とは何か

□　最適化の目的は

■　公正な賃金支給

■　社員モチベーションに配慮する

■　賃金コストの管理

□　社内型と市場型

■　市場型が本来の姿ですが

□　社会的賃金相場に合わせた支給

■　労働銘柄別に市場賃金が発達

□　社内的に最適化できるか

■　日本では市場型は困難ゆえ

■　統計学的手法なら可能

■　専用アプリがあれば尚可

　最適賃金とは、現実の支給額が理論上の支給額にＦＩＴしている状態
　現実の支給額を決定する賃金体系という日本的スキームに問題がある
　ゆえに既存の賃金体系の改善や改革手法では労多くして効少なし

　最適賃金とは、現実の支給額が理論上の支給額にＦＩＴしている状態
　現実の支給額を決定する賃金体系という日本的スキームに問題がある
　ゆえに既存の賃金体系の改善や改革手法では労多くして効少なし

統計学的
に最適化

統計学的
に最適化
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□　賃金体系では最適化できない

■　個々の賃金項目は最適化できる

□　例えば年齢だけで決まる年齢給

■　しかし全体の決定要素は多数＆

　　複合的ゆえ必ず行き詰まる

■　場当たり的に対処している

■　変更に伴うコストが大き過ぎる

□　本例では職種別の基本給体系

■　さりとて最適効果は一時的

□　それでも賃金体系は必要

■　賃率の無い日本では外せない

２．賃金体系改善の限界

　賃金体系とは限られた（昇給）原資を配分する仕組み
　しかし賃金体系そのものに最適な配分の機能は欠如している
　それゆえ賃金体系に沿った理論モデル賃金は最適賃金ではない

　賃金体系とは限られた（昇給）原資を配分する仕組み
　しかし賃金体系そのものに最適な配分の機能は欠如している
　それゆえ賃金体系に沿った理論モデル賃金は最適賃金ではない

職種別に改
善したけれ

ど

職種別に改
善したけれ

ど

賃金体系無用論ではなく、限界を認識して、新たな技術で対処する必要があります賃金体系無用論ではなく、限界を認識して、新たな技術で対処する必要があります



10．越路典子
年　齢 46才
経　験　10年
達成率 57％
評　価170点

現実の基本給
222,900円

７．木下照子
年　齢 41才
経　験　８年
達成率 65％
評　価150点

現実の基本給
231,400円

３．新たな手法で最適化

　理論上の支給額を計算するには多変量解析が最も効果的です
　専用アプリケーション「やさしい最適賃金」が一瞬で計算出力します
　計算出力だけでなく、結果をプロット画面から最適化調整入力できます

　理論上の支給額を計算するには多変量解析が最も効果的です
　専用アプリケーション「やさしい最適賃金」が一瞬で計算出力します
　計算出力だけでなく、結果をプロット画面から最適化調整入力できます

以下（社）コスモス介護のケアマネージャの基本給格差を最適化の事例解説です以下（社）コスモス介護のケアマネージャの基本給格差を最適化の事例解説です

二人の格差は適性？二人の格差は適性？



４．現実と最適賃金の関係

現実の支給額から自動的に再計算するので安心・確実です
等級制度、賃金制度、評価制度の改善云々のレベルではなく
特に残差の大きい木下さんと越路さんに関して後で検証します

現実の支給額から自動的に再計算するので安心・確実です
等級制度、賃金制度、評価制度の改善云々のレベルではなく
特に残差の大きい木下さんと越路さんに関して後で検証します

社員名 基本給 年齢 経験 達成率 評価 最適賃金 残　差

柿本　弘子 \219,000 39 6 78 150 \225,719 \-6,719

木下　照子 \231,400 41 8 65 150 \217,435 \13,965

久米田　広美 \243,000 54 10 66 170 \243,518 \-518

毛糸　真里 \236,000 47 9 70 170 \239,055 \-3,055

越路　典子 \222,900 46 10 57 170 \232,859 \-9,959

田中　洋二 \265,760 39 5 82 180 \261,631 \4,129

近本　一哉 \251,400 41 7 69 180 \253,347 \-1,947

辻本　喜久男 \267,590 54 12 60 200 \261,157 \6,433

天馬　弘 \260,380 47 10 68 200 \262,689 \-2,309

鳥取　建造 \242,900 46 13 58 200 \242,921 \-21

合計 \2,440,330 \2,440,331 \-1

平均 \244,033 \244,033



• アプリには多様な個人データが登録されています

– 人的要素と仕事的要素のバランスを勘案しています

• 登録された多様な個人データを反映します

– 任意のデータを任意の数だけ選択できます

５．多様な個人データを反映

他に賃金情
報パネルが

２枚あり

他に賃金情
報パネルが

２枚あり



６．現実の支給額から再計算

• 現在の基本給から最適な賃金を自動計算します
– 例では年齢、勤続、経験、職務評価、人事評価を選択しました

– フォームの下端に分析精度（矢印）を表示しています

分析評価
が出力！



７．統計学的に最適賃金です

• 弊社の最適賃金とは、単なる謳
い文句ではありません

– 多変量解析の重回帰分析です
から正に最適！

• 統計学のソフト以外では滅多
に装備されません

– 弊社では賃金管理のアプリ
に標準装備されています

• 調整も重要ですが、先ずは正
確な計算が先決です

– 計算速度は一瞬で終ります

• ＰＣの性能で多少差が有り

性別だけでなく、職種、職域、等級、雇用形態を含めて絞り込めます性別だけでなく、職種、職域、等級、雇用形態を含めて絞り込めます

人的＆仕
事＆成果



８．基準線が明示されている

＋－５％ライン
に限らず、何％
でも設定します

＋－５％ライン
に限らず、何％
でも設定します

配色、大き
さetcはユー

ザ設定

配色、大き
さetcはユー

ザ設定



９．木下さんと越路さんの違いは？
⇒過去二年間の評価成績
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７番木下さ
んは基準線

より高い

７番木下さ
んは基準線

より高い

10番越路さ

んは基準線
より低い

10番越路さ

んは基準線
より低い



10．社員カテゴリが豊富です

グループ化して分析

職域（事業所）

雇用形態

職務・役割等級

職種別

性別

細分化で分析が効果的

企業規模は不問

賃金差別の有無

同一労働同一賃金的な賃金格差構造の分析では、特に絞り込む必要があります同一労働同一賃金的な賃金格差構造の分析では、特に絞り込む必要があります

職種別賃金
表にも対応し

ます！

職種別賃金
表にも対応し

ます！



11．最適賃金の過不足を明示

プロットマーク
から金額を調整入

力します！

プロットマーク
から金額を調整入

力します！



12．入力結果を直ちに反映

　入力した調整額5,777円は

　　直ちに反映します
　社員賃金マスタ
　プロット画面

実務は勿論ですが、
プレゼンにも役立つ
アプリです。

実務は勿論ですが、
プレゼンにも役立つ
アプリです。



13．賃金制度との整合性

既存の賃金体系は不変です

本例では職務給＋業績給

賃金決定ではなく賃金調整

最適賃金は調整給に反映されま
す

新たに調整給を設けます

既存の調整給を活用も可です

最適賃金計算の目的

既存の賃金を最適化します

各種レベルを選択できます

基本給、所定給、年収、賞与

既存の賃金体系をリセットして、新たに最適賃金を決定することも可能です。既存の賃金体系をリセットして、新たに最適賃金を決定することも可能です。
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